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 主    題  （２０１０～２０１１ ） 

・ 国際協会会長  『Once More We Stand.「心新に立ち上がろう」』 
      藤井 寛敏（東日本区 東京江東クラブ） 
    スローガン 『Build a Bridge to the Future』 

          「明日《あす》への橋を架けよう」 

・ ｱｼﾞｱ地域会長 『Once More We Stand.｢心新に立ち上がろう｣』 

高田 一彦（東日本区 横浜クラブ） 

・ 西日本区理事 『飛翔たとう ワイズスピリットを胸に』 

｢Forward with Y’s men’s spirit in our hearts｣ 
仁科 保雄（京都キャピタル） 

    副  題 『Let’s meet challenge with calmness』 「泰然自若の精神で」 

・ 六甲部 部 長 『Show Y’s care, Sow the seed of Y’s』  
       安行 英文（さんだクラブ）  「ワイズの心を、ワイズの種をまこう」 

・ 西宮クラブ  会長  馬場 一郎   『交わりを大切に、クラブライフをエンジョイしよう』  
                   「Let’s enjoy our club life through friendship!」  

２０１１年５月 西日本区強調ポイント“LT leader-training” 実務に主体性をおき、10年度の全事業に徹底 

する。できる限り事業に反映させ、西日本区全体の発展に繋げる。 仁科 保雄理事(京都ｷｬﾋﾟﾀﾙｸﾗﾌﾞ) 
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クラブ主役員 
会  長 馬場 一郎 
直前会長   浅野 純一 
副 会 長 濵崎 進一 
副 会 長 清水 彬久 
書  記 廣瀬 一雄 

書  記 阪根   新 

会  計 岩田 健司 
会  計 足立 康幸 
監   事 藤原 百合子

担当主事 三島 浩司 
六甲部監事 山口 政紀 
部広報主査 浅野 純一 
区次期交流 廣瀬 一雄 

２０１１年５月第１例会のご案内 
日時：２０１１年５月２１日(土) 午後6 時～ 
場所： ヴォーリズ六甲山荘  TEL 078-891-1202 
     神戸市灘区六甲山町北六甲4-744 
ドライバー：   小野勅紘メン､ 清水彬久メン 
※ 見学会（午後5 時30 分～）   清水彬久メン 
１． 開会点鐘          馬場会長 
２． ワイズソング         一同 
３． 聖句朗読 
４． ゲスト紹介          馬場会長 
５． 食前感謝 
６． 会食              一同 
７． ショートスピーチ         清水彬久メン 
８．お誕生日のお祝い 
９． Y’s ニュース・お知らせ    馬場会長 
10． YMCA 報告          三島主事 
11． 閉会点鐘           馬場会長 
※ 懇談（Coffee time）（午後8 時～）   
会費：￥1,000.-   (ゲスト ￥1,500.-) 

お車での来場は神戸ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ駐車場に駐車下さい 

今 月 の 聖 句  

『わたしの魂は沈黙して ただ神に向かう。 
神にわたしの救いはある。 
神こそ、わたしの岩、わたしの救い、砦の塔。 
わたしは決して動揺しない。』 

    詩編６２編２～３節     清水彬久メン 選 

４月 例会出席状況  在籍会員数 ２２名 

第１例会(4．15 金)   第２例会（4．1金） 

メ ン    ２０名   メ ン     １２名 

ﾒﾈｯﾄ・ｺﾒｯﾄ  １名    メネット      ０名 

ｹﾞｽﾄ･ﾋﾞｼﾞﾀｰ  ９名      ｹﾞｽﾄ･ﾋﾞｼﾞﾀｰ   ０名 

合計３０名 make-up０名    合計 １２名  

    出席率９０.９％ 

スポンサークラブ 

 大 阪 クラブ 

ＤＢＣ 締結 

近江八幡クラブ 

広 島 クラブ 

ファンド・BF の累計      4 月   累 計 
ニコニコ ファンド     4,000ｐ    37,602p  
Brotherhood Fund        0ｐ   30,000p 
使用済切手           0 g       860g 

     ＨＨＨａａａｐｐｐｐｐｐｙｙｙ   ＢＢＢｉｉｉｒｒｒｔｔｔｈｈｈｄｄｄａａａｙｙｙ   ＴＴＴｏｏｏ   ＹＹＹｏｏｏｕｕｕ 

         お誕生日おめでとうございます 

5/04 足立康之メン      5/08 堤  一幸メン 

5/07 馬場季公子ﾒﾈｯﾄ   5/30 馬場貴英メン 
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会長メッセージ  

馬場 一郎 会長 

 今期もあと 5 月、6 月を残すのみとなりま

した。5 月は清水メンのご厚意でヴォーリズ

六甲山荘を訪ねます。6 月には今期の評価を

きっちりして、次期会長にバトンタッチした

いと思いますが、まだ積み残しの課題があり

ます。皆様のご協力を得て、継続して取り組

みたいと思います。 

 ひとつは「サポートクラスの支援について」

です。近いうちに西宮YMCAスタッフと講師の

方々と懇談を持ちたいと思いますのでよろし

くお願いします。サポートクラスの「ファミ

リー」に対する支援を一緒に考えていきたい

と思います。もうひとつは「東日本大震災の

被災地支援について」です。実際に、今何が

できるか、長い取り組みとして何ができるか。

いずれにしろ、一度行ってみないことにはわ

かりませんね。小さくても現地に届く取り組

みを考えていきたいと思います。 

阪神大震災の時のクラブ会長はどなたでし

たでしょうか。私は当時、連さんといくつか

の避難所を回った記憶があります。六甲部と

して、西宮クラブとして、ワイズメンとして、

何ができるのか。わたしの属しているイエス

団も少しずつですが、確実な歩みを始めてい

ます。弱い立場に立たされている方たち（子

ども、障がい児・者、高齢者）に対する支援

です。みなさんのご意見とご協力をよろしく

お願いします。 

 

４月 例 会 報 告 
堤 一幸メン 

阪根 新メン 

4月例会は3月11日に発生した東日本大震災

のため、実施すべきか否か検討することとな

り、4 月の第 2 例会に於いて協議され、実施

することを決定し当初の予定通り実施された。

4 月は毎年西宮ＹＭＣＡの職員の異動者と新

任者の歓送迎会を兼ねており、阪神西宮駅近

くのレストランＳＥＡＳＯＮで、食事を共に

し、楽しく有意義なひと時を過ごした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本ﾘｰﾀﾞｰにﾀｲﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ報告を伺うｸﾗﾌﾞ会員 

① 日時：平成23年4月15日(金) 

          午後7時～9時30分 

② 場所：レストランＳＥＡＳＯＮ 

③ 例会内容： 

7:00 開会点鐘(馬場会長) 

   ワイズソング 

   今月の聖句朗読(山口政紀ﾒﾝ) 

   ゲスト紹介(馬場会長) 

7:10 ゲストスピーチ 

  （1）「ﾀｲﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟの報告」 

         山本リーダー 

  （2）「神戸YMCA国際事業について」 

         永井道子主事 

  （3）「震災支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの紹介と 

協力要請」 

土佐堀ｸﾗﾌﾞ 水口メン 

  7:45 歓送迎会 4月に退職された前潟氏 

    よりご挨拶を頂き、会長から記念品が 

贈呈され、長年の労に対し感謝。 
引き続き新任の米倉氏の紹介があった。 

  8:00 懇親会 山口政紀ﾒﾝによる感謝の祈

り、山本ﾒﾝの乾杯で懇親会スタート。 

  9:00 報告 以下の報告があった。 

（1） お誕生日お祝い(濵･三島･ 

丸山ﾒﾝ、足立ﾒﾈｯﾄ) 

（2） ﾜｲｽﾞﾆｭｰｽ(馬場会長) 

（3） YMCA報告(三島ﾒﾝ) 

（4） 西日本区役員会報告(廣瀬ﾒﾝ) 

（5） 西宮ﾜｲｽﾞﾒﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ次期役員等

について     (濵崎次期会長) 

   9:30 閉会点鐘(馬場会長) 
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２０１１～１２ 交流事業主任 廣瀬 一雄メン 

４月９日（土）～１０日（日）にホテルク

ライトン新大阪で開催されました「２０１１-

１２年度 第 15 期西日本区第 1 回準備役員

会」に出席してまいりました。 

同日は２010-11 年度の第 14 期西日本区の

第 3 回役員会が開催され、多くの役員が出席

されていました。この会には次期の私たちは

陪席という形で、途中次期の役員会が別室に

て開催され、そちらでは議決権のある役員と

しての出席でした。会議の詳細は西宮クラブ

での役員会でご報告をいたしますのでほんの

その一部をご紹介。 

東 日

本 大 震

災 Ｙ Ｍ

Ｃ Ａ 支

援 活 動

報 告 を

日 本 Ｙ

ＭＣＡ同盟協力部主任主事で西日本区連絡主

事の光永尚生主事がら報告がありました。写

真は光永主事が募金箱と横断幕の説明をして、

大槻事務局長と北村事務所職員が左右で支え

ている様子です。 

第 4 号議案では次年度における次次期理事

指名について諮られ岩国クラブの高瀬ワイズ

が候補者として紹介されました。 

4月29日（金）大阪西クラブが主催の三田

木器窯でのウエスト連合の懇親会に小野メン

とともに参加させていただき、三田牛のステ

ーキ、ワイン、ビール、しぼりたて、と食べ

て飲んでお話しと満腹のひと時をすごしまし

た。  

神戸ＹＭＣＡ創立１２５周年記念事業を成功させよう 

 
 

（その 10） 
１ ２ ５ 周 年 記 念 事 業 実 行 委 員 長    

    
 
 
 

 

                山本 常雄メン 

4 月 24 日(日)西宮YMCA に集合し、新年度 
の役員改正と年間行事予定を決定しました。 
その後阪急夙川駅前のマクドナルドで昼食

をとり、阪神西宮駅近くのジャンボカラオケ

に移動しカラオケを楽しみ、15 時に散会しま

した。出席者は 9 名、野村主事、サポートク

ラスの竹林リーダー、山本が同行しました。 
決議事項は以下の通り。 
1. 新役員 会長 東塚君 副会長 佐藤君 
2. 年間予定 7月 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ大会10月 ｶｰﾆﾊﾞﾙ 

12 月 クリスマス祝会+カラオケ 
3 月 ﾌｧﾐﾘｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに参加予定   以上 

 

 

西宮･宝塚ＹＭＣＡリーダー会 大下
おおした

 由貴
ゆ き

さん 

いつも温かいご支援をありがとうございます。 

４月から2011年度の活動が始まりました。今

年度のリーダー会会長を努めさせていただき

ます大下由貴と申します。よろしくお願いい

たします。 

長井 慎吾メン 

今月はお休みします。 
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2011年度を迎えて心機一転。今年度のリーダ

ー会は「みんながいれば元気 100 倍！」を目

標に活動していきます。この言葉には、"リー

ダーもメンバーも、みんながいないと始まら

ない！みんなが いるから楽しい！元気 100

倍になる！"と、いう 意味が込められていま

す。みんなで熱く、そして楽しく活動してい

きたいと思います。 

４月、私は小学生の野外活動プログラムに

参加しました。春の保久良山、北山で、満開

の桜や山つつじの咲く中を子どもたちと一緒

に夢中で遊び回りました。そこでは、自分の

何倍もある大きな岩に登ろうと一生懸命な姿。

落ちている木の枝を集めて楽器を作る姿。 

また、４月から入った新しいお友だちに勇

気を出して話しかける姿。このような生き

生きとした子どもたちを見ることができま

した。これからの成長が楽しみです。 

これからも、子どもたちにさらに多くの経験

をしてほしい。私たちリーダー一同、みんな

で頑張っていきたいと思います。 

今年度もご支援よろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 

西宮ＹＭＣＡ 三島浩司メン 

新年度が始まり早や一ヶ月。西宮ＹＭＣＡで

も野外活動やサッカー、バスケットボール、

アトリエに新しいメンバーや講師、リーダー

が加わり、それぞれの活動の場で新しいスタ

ートを切りました。ご存知の方も多いかと思

いますが、今から１２０年余り前のアメリカ、

スプリングフィールドの「国際ＹＭＣＡトレ

ーニングスクール」の講師であったジェーム

ズ・ネイスミスによって考案されたバスケッ

トボールのプログラムでは、現在２２名の子

ども達がプレーを楽しんでいます。このバス

ケットボールの日本での普及には、宮田守衛

神戸ＹＭＣＡ初代総主事も力を尽くされまし

た。自前の体育館を持たない西宮ＹＭＣＡで

すが、西宮市の公立体育館を渡り歩きながら、

ＹＭＣＡから生まれたバスケットボールを通

して、青少年の育成に取り組んでいます。こ

のバスケットボール、小学生の子ども達の間

では、学校や地域のクラブで「ミニバスケッ

トボール」として随分盛んになっていますが、

ある大会でリードをしていたチームの指導者

が（勝利のために）そのままボールを抱えて

座り込むように指導したという話があります。

このようなことが全く間違っているのかどう

かは別にして、ＹＭＣＡの子ども達のバスケ

ットボールプログラムでは、勝利という「結

果」以上に、勝利に向かっての「過程」を大

切にしています。これは、バスケットボール

のプログラムだけではなく、水泳やサッカー、

野外活動など全てのプログラムで大切にして

いるものです。また、機会がありましたら、

ワイズメンの皆様も子ども達の様々な活動の

現場をご覧いただければと思います。 

これからもＹＭＣＡの様々なプログラムで、

指導者と子ども達が課題を共有し、共に乗り

越えていく力を育んでいけるように祈りたい

と思います。 
 
今後の予定 
１）神戸ＹＭＣＡ創立１２５周年記念式典 

  日 時：５月８日（木）14:00～17:00 

場 所：神戸ＹＭＣＡ大体育館 

 

２）神戸ＹＭＣＡ１２５周年記念ハンドベル 

コンサート 

  神戸ＹＭＣＡに属する３つのグループ競

演のコンサートです。「天使の歌声」と

も呼ばれるハンドベルの美しい音色を是
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非お楽しみください。 

  日 時：５月１４日（土）15:30～会場 

16:00～開演 

  場 所：日本基督教団神戸栄光教会 

(西神戸市中央区下山手4丁目1) 

入場料：1,500円（中学生以上） 

※ＹＭＣＡにて事前に入場券をお求め下さい。 

 

３）第２４回チャリティーゴルフ 

  日 時：５月２４日（火）7：54スタート

予定 

場 所：千刈カンツリー倶楽部 

（三田市山田大道ヶ平605） 

会 費：20,000円 

 

４）宝塚ＹＭＣＡチャリティーバザー 

恒例となった宝塚ＹＭＣＡチャリティー

バザー、是非ご来場ください。 

日 時：５月２８日（土）11:00～14:00 

場 所：アピア３（宝塚・逆瀬川駅前） 

※お楽しみ抽選券の購入にもご協力

下さいます様宜しくお願い致します。 

 

５）神戸キリスト教青年会定期総会 

  日 時：５月３１日（火）18：30～20:30 

  場 所：神戸ＹＭＣＡチャペル 

 

 
三 島 浩 司メン（保育園園長）

（西宮ＹＭＣＡ保育園だより4月号より）

年主題：信じる－見えないものに目を注ぐ－

４月の主題：であう 

先日、不登校から立ち直ろうとしている一人

の高校生の男の子のお話を伺いました。彼

は、高校に入学してまもなく、一人のクラス

メートから殴られ、階段から突き落とされま

した。このとき彼は「死」を感じたそうです。

幸い大きなケガはなかったのですが、それか

らも繰り返されるいじめに耐え切れず、とう

とう「不登校」になってしまいました。親は

何とか行かせたいと、度々学校まで送ってい

きました。けれども、その内彼は全く学校に

行くことができなくなりました。「行きた

い！」のに「行けない。」のです。「どうし

てこんなことになってしまったのか？」と毎

日苦しんでいました。ある時「無理に学校に

行かされた時、どんな気持ちで行っていたか

分かるか！」と親に気持ちをぶつけた事もあ

ったそうです。また、「（小・中学校時代に

も学校でトラブルがあっても）先生も親も何

もしてくれなかった。」とも。先生も親も「こ

の子に必要なことを」と考え、様々な対応を

されたと思いますが、彼の本当の「心」まで

は、察することが出なかったのです。残念な

がら、私達には、子ども達の「心の奥底」を

全て見、感じとることは出来ません。しかし、

この「無力さ」を認め、思い込みではなく、

確認や検証をしながら、少しでも本当の「心」

に近づき、寄り添う努力を続けることは出来

るのではないかと思います。この男の子は、

仲良くしてもらっていた（「心」に寄り添っ

てもらっていた）クラブの先輩からの声かけ

をきっかけに、１年遅れの再出発を決意した

そうです。 

いよいよ４月、新年度が始まりました。１４

名の新しいお友達を迎え、新しい歩みが始ま

ります。子ども達、そして、保護者の皆さん

と共に「心」と「心」の出会いを感じられる

ような、一年となるように祈っています。 
４月２４日は「イースター（復活祭）」。イ

エス様の復活をお祝いする日です。このイエ

ス様の復活は、私達のこの「目」で見ること

は出来ません。けれども「死からの復活」と

いう、私達の理解を超えた業をなされたイエ

ス様、そして、そのイエス様を遣わし、復活

させられた神様の大きな「愛」を信じ、その

「愛」の中にいることが出来る「平和」を感

謝しつつ新しい歩みを続けたいと思います。

年主題聖句：わたしたちは見えるものではな

く、見えないものに目を注ぎます。 
（コリントの信徒への手紙Ⅱ４章１８節）

４月聖句：あなたがたに平和があるように
（ルカによる福音書２４章３６節）
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楽団あぶあぶあ＆ミュージカルチーム

LOVE代表ひがしの ようこさん 

音を重ねる日々は心を重ねる日々に 
－ 4７  今月もお休み 

濵 浩一メン 

ワイズニュース  馬場 一郎 会長 

１． 神戸 YMCA 創立 125 周年記念式典 

（5 月 8 日）、パートナーYMCA の集い、

歓迎レセプション（5 月 7 日）です。

YMCA の 125 周年事業に積極的にご参

加下さい。 

２． 第 14 回西日本区大会 

日 時：6 月 11 日（土）・12 日（日） 

場 所：ウエスティン都ホテル京都 

＆京都市国際交流会館 

 

 

（俳句）        山野 直行（小野勅
とも

紘
くに

） 

・奪ふより 分かち合ふほど 染め卵 

（恒例のイースターの時期になった。そこで思いを馳せるのは東北の地震 

災害である。受難節から復活祭のこの時期でこそ、ここは争ったり奪い合 

ったりするよりも、皆の力を結集して苦しみは分かち合う時ではないか。 

綺麗に飾られて篭に盛られたイースターエッグは皆で分かち合って乗り 

切ろうではないか。） 

・弾け出る ３Ｄテレビの 石鹸
しゃぼん

玉 

（梅田のヨドバシカメラの２階には、昨年末あれほどの騒ぎで地上デジタル 

切り替え騒動があった薄型テレビが数多く陳列されている。その中で３Ｄ 

テレビが所狭しと置いてある一角で、ビューアーを覗いてみると、外人の 

子供がシャボン玉を吹いている映像が出てくる。一面に吹き上げられた 

シャボン玉が、画面から弾け出てきて、思わず身を仰け反らしてしまう。 

見ていると後の人も同じように驚きの声をあげている。仰け反る人の素振り 

は可笑しいものである。） 

・木
こ

筆
ぶし

咲く 道の驛にぞ 湯の煙
けぶ

る 

（６年前神戸で西日本区大会があった前年、実行委員会の広報活動で、 

九州部会にアピールに行った。山口実行委員長、廣瀬、大野、私の４人で 

フェリーで別府まで行った。ゆっくり出来ない中、由布院の道の駅で露天 

風呂に入った。バス停のすぐ裏の湯はバス停から丸見え。盗まれるので 

風呂桶も石鹸もタオルも何もない。脱いだ衣服も湯船から見張っていた。 

あたり一面には木筆の白い花が咲き誇っていた。） 

 
(近 2 ヶ月の予定表)            

 

編集後記 ブリテン委員長 山本 常雄  
３月１１日以降被災された方々は勿論西日本在住の

我々も全く価値観が変ってしまいました。戦後の復興、

追いつけ追い越せ、行け行けどんどんで、開発・改善

に明け暮れ、エネルギー使い放題、豊かな文化生活を

謳歌、前向きの、前進あるのみの、また、性善説とい

うか、あってはならないことは、ありえないことと摩

り替えて、危機管理を怠り、マイナス面は自己責任で

片付けようとする。豊かになりすぎて、また個人主

義・自己中心主義になりすぎて、余りにも無責任体制

に陥ってしまっていました。日本人がむかし持ってい

た清貧の思想(清く貧しく美しくの心)を今こそ復活さ

せ、原点に戻っての生活再建が求められます。 YMCA

の４CD“おもいやり”“誠実さ”“尊敬心”“責任

感”の涵養とも重なりますね。 

我々は東北に向かって何ができるか？考えたいですね。 

 

※メーキャップ等にご活用下さい 


